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特集／アジア・中東における「伝統」・環境・公共性
セッション 2：アジア・中東におけるグローバリゼーション・国家・市民社会
エジプトの村は「共同体」か？
一橋大学大学院経済学研究科教授　　
加藤　博
　1990 年代に入って、エジプトの村は大きな変革の時期を迎えている。そこ
では、空気汚染などの多くの環境問題が顕在化する一方で、排水施設の改良に
代表される生活環境の改善もみられる。泥の家屋群と並んで村の景観を特徴づ
けていたマスラフ（排水運河）は暗渠となり、その敷地はうめたてられて、道
路になった。こうして、今日では、伝統的な村は大きく変容し、小さな地方都
市の景観を持つようになっている。
　このグローバリゼーションの時代に、エジプトの村の日常生活において、何
が変化し、何が変化していないか。もし大きな変化が起きているとしたら、そ
れはどのような村社会の変容として観察されるか。かかる問いに答えるのが本
発表であるが、そこでは、議論をエジプトの村の共同体的な性格とその変容に
絞った。そして、それは、エジプトの農村社会研究における基本的な問題、つ
まり、エジプトの村は「共同体」か、という問いを発することである。ここで、「共
同体」とは、日本の学界において「共同体論」で概念化されている共同体的な
社会という意味である。
　本発表では、アーイラというアラビア語がキー・コンセプトとして言及され
た。アーイラは中東社会の研究者、とりわけ外国の研究者が好んで、それも多
くの場合、オリエンタリズム的な文脈で取り上げてきたテーマである。オリエ
ンタリズム的な含意は排すべきである。しかし、アーイラがエジプトの村の共
同体的な性格を理解する際に、決定的に重要な概念であることに変わりはない。
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　アーイラは通常、英語で「家族」と訳される。しかしながら、その社会的な
役割は、いわゆる家族の結びつきを越えて展開している。エジプトの村は、過
去も現在も、閉鎖的な空間ではなく、さまざまな社会関係が織り成す空間であっ
た。そこでは、土地の売買を含む市場取引がみられ、中央権力が徴税を通して
村の日常生活に介入した。かかる村社会において、アーイラは、共同体的な社
会、つまり、日本の「共同体論」で展開されている意味での「共同体」の核と
なる、最も重要な社会集団である。
　本発表が依拠するのは、村落政治にみられるような村の共同体的な組織や慣
行に関する歴史資料と、現在の村社会におけるアーイラの居住パターンや社会
的な役割を明らかにするために実施した、村民への世帯調査によって収集され
たデータ・情報である。後者の世帯調査は、一橋大学大学院経済学研究科がエ
ジプト中央統計局（CAPMAS）と共同で実施されたものであり、上下エジプト、
そしてリビア砂漠のオアシス地域の村をカバーしている。
　本発表の構成は、以下の通りである。⑴序、⑵なぜ「共同体」なのか、⑶エ
ジプトの村は共同体的な社会か、⑷アーイラとは何か、⑸世帯調査のデータに
みるアーイラ（下エジプト村落と上エジプト村落の比較）、⑹結。
　本発表の結論は、次の四点に要約される。
　⑴　エジプトの村は、地縁的紐帯に第一義的な重要性を置かないという意味
では、日本の村とは異なる。エジプトの村は複数のアーイラから構成される社
会であり、そこでの第一義的な社会関係は血縁的な紐帯に基づいている。しか
し、アーイラは親族組織ではあるが、それは一つの社会制度として、血縁関係
を越えた社会的な役割を持っている。
　⑵　エジプトの村が共同体的な性格を持っていることは疑いない。しかし、
その共同体的な性格は、近現代史の展開のなかで、次の二つの理由から、弱まっ
てきている。第一は私的所有権の確立であり、その結果、土地所有・経営をめ
ぐる村落慣行が破壊された。第二は、第二次世界大戦後の社会主義体制下にお
ける集団主義的農業政策であり、その結果、村の農業経営が中央集権化された。
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　⑶　今日、エジプトにおいても、社会開発のために、水利組合などの共同体
的組織を再組織すべきであるとの主張がなされている。実際に、現在、そこで
の共同体的な結びつきを前提として、エジプトの村において、海外からの援助
資金に基づき、NGO によって担われる、多くのマイクロ・クレディットのプ
ロジェクトが実施されている。
　⑷　これらは、村の草の根レベルにおける社会福祉を増大させる試みである。
そして、それが成功するか否かは、アーイラを住民連帯のチャンネルとしてど
う使うか、また、アーイラの血縁的紐帯をどう村の地縁的紐帯へと昇華させる
か、にかかっているように思われる。アーイラは、エジプト社会での共同体的
な意識の醸成にとって、有力な手段であるとともに、強力な障害でもある。
（かとう・ひろし）
